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資料４
「 新京都府人権教育・啓発推進計画』に関する府民調査」の結果について『

京都府人権啓発推進室

第１章 人権に関する一般的な考え方や認識について
１ 人権尊重の感じ方

問２－１ 人権を取り巻く社会の状況について、あなたはどう思いますか。

【調査結果】
ア 府民一人ひとりの人権意識は、10年前と比べて高くなっている （※5年度と13年度の調査では「府民」が「国民 ．。 」）

（％）

区 分 そう思う そう思わない わからない 無回答
どちらかといえば どちらかといえばいちがいに
そう思う 言えない そう思わない

23年度調査（今回） ３０．８↑ １６．５↑ １．６↓
１１．５ ２７．３ ６．２ ６．０

３８．８↓ １２．２↓
13年度調査 ４０．６↓ ２２．９↓ １９．６↑ １１．９ ４．９
5年度調査 ５２．４ ３０．０ １３．４ （設定なし） ４．２

特 徴 京都府では 「人権教育のための国連10年京都府行動計画」や「新京都府人権教育・啓発推進計画」に基づき、あらゆる場・あら、
ゆる機会を通じて人権教育・啓発の取組を進めてきたが、13年度調査との比較でみると “そう思う （ そう思う 「どちらかとい、 ”「 」
えばそう思う」の計 “そう思わない （ どちらかといえばそう思わない 「そう思わない」の計）とする割合が減少し 「いちがい） ”「 」 、
に言えない 「わからない」とする割合が増加しており、取組の成果が府民が実感されるまでに至っていない。」

課 題 等 人権教育・啓発の成果が、府民の実際の生活において具体的に活かされることにつながる取組が必要。

取組の方向 「人権とは何か」ということや様々な人権問題の現状・課題等について知識を得るとともに、基本的人権尊重の理念が日常生活の
中でどのように活かされているか、人権問題を解決するために何が必要かということを実感できるよう、講義型の研修だけでなく、
人権問題の解決に取り組む人々との交流等を促進する。
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イ 京都府は、人権が尊重された豊かな社会になっている （※5年度と13年度の調査では「京都府」が「日本 ）、 」
（％）

区 分 そう思う そう思わない わからない 無回答どちらかといえば どちらかといえばいちがいに
そう思う 言えない そう思わない

23年度調査（今回） ３６．１↓ １７．２↑ ２．１↓４．９ ２２．６ ８．０ ９．０
２７．５↑ １７．０↓

13年度調査 １６．６↓ ４９．６↓ １９．５↑ ７．１ ７．２↑
5年度調査 ２２．８ ５９．２ １３．９ （設定なし） ４．１

特 徴 13年度調査との比較でみると “そう思う （ そう思う 「どちらかといえばそう思う」の計）とする割合が増加し “そう思わな、 ”「 」 、
い （ どちらかといえばそう思わない 「そう思わない」の計）とする割合が減少しているが、13年度調査と5年度調査の比較で見”「 」
ると “そう思う”とする割合が減少し “そう思わない”とする割合が増加しており、直近２回の調査で正反対の評価が表れてい、 、
る。また 「わからない」とする割合は13年度から大幅に増加していることから、人権尊重に対する意識が多様化していることや、、
求める水準が高くなっていることがうかがえる。

課 題 等 人権教育・啓発の成果が、府民の実際の生活において具体的に活かされることにつながる取組が必要。

取組の方向 「人権とは何か」ということや様々な人権問題の現状・課題等について知識を得るとともに、基本的人権尊重の理念が日常生活の
中でどのように活かされているか、人権問題を解決するために何が必要かということを実感できるよう、講義型の研修だけでなく、
人権問題の解決に取り組む人々との交流等を促進する。
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２ 人権課題に関する尊重度

問２－２ あなたは、次にあげた人権が尊重されていると思いますか。

【調査結果】
（％）

区 分 尊重されている わからない 無 回 答ある程度尊重 あ ま り 尊 重 尊重されて
されている されていない いない

２８．３↑ ３．９↓同和地区出身者の 23年度調査（ ）今回 １６．８ ３４．６ １１．６ ４．９
５１．４↓ １６．５↑人権

２７．２２ ５．９５13年度調査 ２１．０１ ３１．５２ １０．８９ ３．４２
５２．５３ １４．３１

６．０↓ ３．９↓
女 性 の 人 権 23年度調査（ ）今回 １９．０ ５８．２ １１．０ １．８

７７．２↑ １２．８↓

１０．２５ ５．３２13度年調査 １２．０３ ４６．７１ ２２．５３ ３．１６
５８．７４ ２５．６９

８．７↓ ４．１↓子 ど も の 人 権 23年度調査（ ）今回 ２０．９ ５０．１ １２．７ ３．５
７１．０↑ １６．２↓

１１．１４ ５．９５13年度調査 １０．２５ ４５．１９ ２１．３９ ６．０８
５５．４４ ２７．４７

６．２↓ ３．１↓高 齢 者 の 人 権 23年度調査（ ）今回 １６．８ ４８．８ １９．３ ５．７
６５．６↑ ２５．０↓

１１．１４ ５．４４13年度調査 １１．１４ ４３．６７ ２３．５４ ５．０６
５４．８１ ２８．６

９．５↓ ３．９↓
障 害 の あ る 人 23年度調査（ ）今回 １３．８ ４３．６ ２１．５ ７．７

５７．４↑ ２９．２↓の人権

９．６２ ５．８２13年度調査 １２．６６ ４０．７６ ２５．１９ ５．９５
５３．４２ ３１．１４

２９．０↑ ４．８↓外 国 人 の 人 権 23年度調査（ ）今回 ６．４ ３３．２ ２２．４ ４．２
３９．６↑ ２６．６↓

２８．２３ ６．９６13年度調査 ２．９１ ２２．６６ ２８．３５ １０．８９
２５．５７ ３９．２４

４２．４↑ ４．１↓
エイズ、ハンセン 23年度調査（ ）今回 ２．８ １４．６ ２３．３ １２．９

１７．４↓ ３６．２↓病患者等の人権

３０．７６ ７．５９13度年調査 ３．４２ １６．３３ ２６．３３ １５．５７
１９．７５ ４１．９

４０．６↑ ４．２↓犯 罪 被 害 者 と 23年度調査（ ）今回 １．５ １０．１ ２５．０ １８．６
１１．６↑ ４３．６↓その家族の人権

２７．７２ ６．４６13年度調査 ２．０３ ８．６１ ２６．７１ ２８．４８
１０．６４ ５５．１９
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（％）

区 分 尊重されている わからない 無 回 答
ある程度尊重 あ ま り 尊 重 尊重されて
されている されていない いない

３７．４↑ ４．１↓ホ ー ム レ ス の 23年度調査（ ）今回 １．０ ８．１ ２４．２ ２５．２
９．１↓ ４９．４↓人権

３２．７８ ７．０９13年度調査 １．７７ ８．４８ ２４．１８ ２５．７０
１０．２５ ４９．８８

１．７ １４．０ １９．３ １３．０ ４７．９ ４．０性同一性障害者 23年度調査（ ）今回
13年度調査 （設定なし） （設定なし） （設定なし） （設定なし） （設定なし） （設定なし）

"人権尊重度"という表現は、一般的なものなのでしょうか。
↓ 「人権尊重の度合が高まっている」といったようなわかりやすい表現の方が良いのでは。

特 徴 13年度調査との比較でみると 『女性の人権 『子どもの人権 『高齢者の人権 『障害のある人の人権』については “尊重されて、 』 』 』 、
いる （ 尊重されている 「ある程度尊重されている」の計）とする割合が増加し “尊重されていない （ あまり尊重されていな”「 」 、 ”「
い 「尊重されていない」の計）とする割合が減少している。また “尊重されている”とする割合は概ね６割を超えていることか」 、
ら、府民の身近にある問題として、人権尊重の度合が高まっていることがうかがえる。

一方 『同和地区出身者の人権 『外国人の人権 『エイズ・ハンセン病患者の人権 『犯罪被害者とその家族の人権 『ホームレス、 』 』 』 』
の人権 『性同一性障害者の人権』については 「わからない」とする割合が概ね３～５割前後と、他の人権課題に比べて大幅に高』 、
く、かつ13年度調査より増加しており（ 性同一性障害者の人権』以外 、府民にとって身近な問題とは認識されていないことがう『 ）
かがえる。さらに『同和地区出身者の人権』については “尊重されている”とする割合が減少し “尊重されていない”とする割、 、
合が増加しており、人権尊重の度合いが低下していることがうかがえる。

課 題 等 ① 府民にとって身近に感じにくい人権問題についての理解や認識の促進。
② 同和地区出身者の人権の尊重。

取組の方向 ① 府民にとって身近に感じにくい人権問題についての理解や認識を深めるため、人権問題の解決に取り組んでいる 人々との交流
等を促進する取組を進める。

② 同和地区出身者が置かれている現状や課題に対応した施策を推進する。
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第２章 人権侵害に関する実態や相談状況について
１ 人権相談窓口の認知度

問３ あなたは、人権に関する事柄で悩んだときなどの対応のため、国（法務局や人権擁護委員）をはじめ地方自治体（京都府や市町村）や
NPO法人等の民間団体において人権相談の窓口が開かれているのはご存じですか。

【調査結果】
（％）

区 分 知っている 知らない 無 回 答
全 体 ３９．５ ５８．４ ２．０

性 別 男性 ４４．０ ５４．５ １．５
女性 ３６．３ ６１．５ ２．２

年 齢 別 20歳代 ２６．９ ７１．６ １．５
30歳代 ３０．７ ６８．８ ０．５
40歳代 ３５．３ ６４．３ ０．４
50歳代 ３９．６ ６０．４ ０．０
60歳代 ４４．１ ５３．１ ２．８
70歳代 ４８．４ ４７．１ ４．５
80歳以上 ４７．４ ４８．９ ３．８

人権研修等 参加したことがある ６４．６ ３４．９ ０．４
参加経験別 参加したことがない ３５．０ ６２．９ ２．１

特 徴 人権研修等に参加したことがある人が人権相談の窓口を「知っている」とする割合は６割を超えている。一方、女性や50歳代未満
では人権相談の窓口を「知らない」とする割合が６割を超えており、こうした層の人権研修等に参加する機会を増やすことが、人権
相談窓口の認知度を高めることにつながると思われる。

課 題 等 女性や若年層が人権研修等に参加する機会の拡大。

取組の方向 ① 市町村とも連携を図り、女性や若年層の人権研修等への参加機会を拡大する。
② 女性や若年層を対象とする他の催し等において、人権相談窓口の周知を図る。
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２ 人権侵害経験の有無

問４－１ あなたは、過去５年間に自分の人権を侵害されたと感じたことがありますか （※5年度と13年度の調査では「過去５年間」の限定なし）。

【調査結果】
（％）

区 分 あ る な い わからない 無回答
23年度調査（今回） １３．９ ↓ ７３．２↑ １１．９ １．０↓

〔１４．９↓〕 〔７３．４↑〕 〔１０．９〕 〔０．８↓〕〔京都市を除く〕
13年度調査 ２６．８↓ ６７．１↑ （設定なし） ６．１↓
5年度調査 ２７．９ ６３．７ （設定なし） ８．４

性 別 男性 １１．６ ７８．０ ９．９ ０．５
女性 １５．７ ６９．７ １３．４ １．２

年齢別 20歳代 １４．２ ７１．６ １４．２ ０．０
30歳代 １９．３ ６５．８ １４．９ ０．０
40歳代 １８．１ ７０．２ １１．３ ０．４
50歳代 １６．９ ６９．８ １２．４ ０．９
60歳代 １１．８ ７６．７ ９．６ ２．０
70歳代 ９．０ ７９．４ １０．８ ０．９
80歳以上 ６．８ ８０．５ １２．０ ０．８

２１．０ ６９．０ ９．６ ０．４人権研修等 参加したことがある
１２．１ ７４．５ １２．５ ０．９参加経験別 参加したことがない

特 徴 １３．９％の人が、過去５年間に人権侵害をされたことが「ある」と感じている。
、 「 」 、 「 」男性より女性の方が 人権侵害をされたことが ある とする割合が多く 30歳代から50歳代では人権侵害をされたことが ある

とする割合が概ね17％から19％に達していることから、女性に対する人権侵害や職場における人権侵害への対策の必要性がうかがえ
る。

課 題 等 ① 女性に対する人権侵害対策
② 職場における人権侵害対策

取組の方向 ① 男女共同参画社会の実現へ向けた啓発とともに、ドメスティック・バイオレンスやストーカー、セクシュアル・ハラスメントな
ど女性が被害者になることが多い人権問題に対する取組を推進する。

② 職場内における人権意識のさらなる高揚を目指し、企業内人権啓発推進員など職場での人権研修を推進する人材の育成と資質向
上の取り組みの充実を図る。


